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株式会社イクシスの株式譲渡について 

 

 株式会社 INCJ（本社：東京都港区、代表取締役社長：勝又 幹英、以下「INCJ」）は、INCJ

が保有する株式会社イクシス（本社：神奈川県川崎市、代表取締役 Co-CEO：山崎 文敬、狩野 

高志、以下「イクシス」）の株式の全部について、以下 7社に譲渡することを決定し、このほど

譲渡が完了したのでお知らせします。 

 

譲渡実施年月 譲渡先 

2021年 7月 合同会社 J&TC Frontier 

2023年 8月 

ヒューリックスタートアップ 1号投資事業有限責任組合 

（運営会社：ヒューリックスタートアップ株式会社） 

オリックス株式会社 

2023年 11月 

きぼう投資事業有限責任組合（運営会社：横浜キャピタル株式会社） 

Sony Innovation Fund 3 L.P.（運営会社：ソニーベンチャーズ株式会

社） 

中国電力株式会社 

九州電力株式会社 

※きぼう投資事業有限責任組合、Sony Innovation Fund 3 L.P.の 2社は既存株主、他 5社は新

規株主 

＜詳細＞ 

１． 対象会社 

・社 名 ：株式会社イクシス 

・設 立 ：1998年 6月 

・本 社 ：神奈川県川崎市 

・代表者：代表取締役 Co-CEO 山崎 文敬、狩野 高志 

・事業内容：社会・産業インフラ向けロボットソリューション、AI・XR・3D データソリュー

ション、デジタルツインソリューションの開発・提供 

 

２． これまでの支援内容 

・支援決定公表日：2019年 3月 27日 

・支援決定金額 ：6億円（上限） 

・実投資額   ：6億円  



・参照プレスリリース：  

    株式会社イクシスへの出資について 

https://www.incj.co.jp/newsroom/PressRelease_INCJ_iXs_20190327.pdf 

 

３． Exitの経緯 

（1） 出資について 

イクシスは社会・産業インフラの DX サービスを開発・提供するベンチャー企業。設立以来

一貫して“現場で実際に使えるロボット、ソリューションの開発”にこだわり、道路、建設、

鉄鋼、電機、住宅、電力等の大手企業との共同開発、標準サービスの提供を行っている。社

会・産業インフラの老朽化、人手不足が重要な社会問題となる中、イクシスが展開する事業

が社会・産業インフラの維持管理に貢献することを期待し、INCJは同社に出資することを決

定した。 

 

（2） 出資後の事業進捗 

INCJ 出資後、イクシスは大手企業との共同開発を通じて業界のスタンダードを確立するこ

とで製品の標準化を推進し、製品ラインナップを拡大している。また、建設・土木現場の DX

化のニーズに対応するため、DX 関連商材の提供を進め、AI を用いたひび割れ・データ解析

サービス等が国のプロジェクトに採択される等、イクシスはデータサービス、デジタルツイ

ンソリューションを含むインフラマネジメントのトータルソリューション事業への転換を

図っている。 

 

（3） Exitの経緯・内容 

INCJは投資実行から約3年を経て、イクシスを一段高い成長経路に乗せていくため、イクシ

スのソリューションの開発や販売の戦略的パートナーとなり得る、事業会社を中心とする7社

に持分を譲渡することとした。 

 

４． 主務大臣（経済産業大臣）意見 

ロボットの活用や、建築・土木現場の DX化などの技術は、日本の社会全体の生産性向上に大

きく貢献するものと考える。 

株式会社 INCJ による本案件への投資を通じた投資意義の社会的実装が新たな株主の構成下

でさらに進展し、日本の産業競争力強化に資することを期待したい。 

                                        

＜株式会社 INCJについて＞ 

株式会社 INCJは、2018年 9月、既存の官民ファンドである株式会社産業革新機構から新設分

割する形で発足しました。産業革新機構は、2009年 7月、産業や組織の壁を越えて、オープン

イノベーションにより次世代の国富を担う産業を育成・創出することを目的に設立されました

が、根拠法である産業競争力強化法の改正法の施行に伴い、同機構は株式会社産業革新投資機

構に商号変更し、新たな活動を開始しました。株式会社 INCJ は、産業革新機構の事業を引き

https://www.incj.co.jp/newsroom/PressRelease_INCJ_iXs_20190327.pdf


継ぐ形で、既投資先の Value up活動や追加投資、マイルストーン投資、EXITに向けた活動を

主要業務として、2025年 3月末まで投資活動を行っていきます。  

URL：http://www.incj.co.jp/ 

 

 

＜本発表資料のお問い合わせ先＞ 

 

 

株式会社 産業革新投資機構 経営企画室 広報   

奥村（070-3960-3640）、野々宮（080-1339-5207）（報道関係） 

東京都港区虎ノ門 1-3-1 東京虎ノ門グローバルスクエア 

URL：https://www.j-ic.co.jp/jp/ 

   https://www.incj.co.jp/ 
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